
＜西宮市の推計人口＞48万3748人　＜世帯数＞20万4092世帯　＜面積＞100.18平方㌔　　（平成23年10月1日現在）

歴
史
を
重
ね
　
回
５０

　
西
宮
市
民
文
化
賞
は
、昭
和
　
年
に
制
定
。

３６

学
術
・
芸
術
・
体
育
・
社
会
事
業
・
生
活
文

化
な
ど
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
お
よ

び
団
体
に
毎
年
（
平
成
７
年
を
除
く
）
贈
呈

し
て
お
り
、
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
ま
す
。

５０

受
賞
者
数
は
昨
年
ま
で
で
延
べ
２
１
２
の
個

人
・
団
体
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
市
は
、
平
成
　
年
度
の
決
算
収
支

２２

の
状
況
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
一

般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会

計
の
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
歳
入
が
１
６
０
２
億
３
３
８
８
万

円
に
対
し
歳
出
は
１
５
６
３
億
３
５

２
２
万
円
で
、
差
し
引
き
　
億
９
８

３８

６
６
万
円
の
剰
余
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
　
年
度
へ
の
繰
越
事
業
の

２３

財
源
と
し
て
３
億
１
０
７
６
万
円
を

充
当
し
て
い
る
た
め
、
実
質
的
に
は

　
億
８
７
９
０
万
円
の
黒
字
で
す
。

３５　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
は
増
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
根
幹
で
あ
る
市

税
収
入
は
、
給
与
所
得
が
減
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
し
た

（
前
年
度
比
１
・
７
％
減
）。
ま
た
、

定
額
給
付
金
給
付
事
業
や
地
域
活
性

　
永
き
に
渡
り
西
宮
商
工
会
議
所
副

会
頭
と
し
て
、
卓
越
し
た
識
見
と
優

れ
た
指
導
力
で
西
宮
市
の
産
業
界
を

牽
（
け
ん
）
引
し
、
本
市
の
産
業
の

振
興
に
尽
力
。
ま
た
、
西
宮
市
文
化

振
興
財
団
副
理
事
長
と
し
て
、
財
団

の
発
展
と
本
市
の
市
民
文
化
の
向
上

　市は、「平成23年度西宮市民文化賞」の受
賞者を決定しました。受賞者は、西宮商工会
議所前副会頭・稲鍵雄康さん、洋画家・羽田
英彦さん、堀江オルゴール博物館の２個人１
団体です。贈呈式は11月３日（木・祝）午前
10時から西宮神社会館で行います。
　問合せは秘書・国際課（0798・35・
3432）へ。

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
西
宮
市
都

市
計
画
審
議
会
会
長
、
西
宮
市
環
境

審
議
会
委
員
お
よ
び
西
宮
市
国
際
交

流
協
会
理
事
な
ど
を
歴
任
し
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
や
国
際
交
流
の
推
進

に
大
き
く
寄
与
。

　
洋
画
家
と
し
て
精
力
的
な
創
作
活

動
を
行
い
優
れ
た
作
品
を
発
表
す
る

と
と
も
に
、西
宮
市
展
審
査
員
、西
宮

芸
術
文
化
協
会
事
務
局
長
と
し
て
市

民
の
創
造
活
動
を
奨
励
し
、
本
市
の

芸
術
文
化
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
。

　
ま
た
、
西
宮
美
術
協
会
代
表
と
し

て
、
後
進
の
指
導
育
成
や
市
民
に
優

れ
た
美
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る

一
方
、
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
・
紹

興
市
と
の
美
術
交
流
展
を
開
催
す
る

な
ど
芸
術
を
通
じ
た
国
際
交
流
の
推

進
に
も
尽
力
。

　
平
成
９
年
に
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
歴
史

博
物
館
と
し
て
設
立
。
世
界
的
、
歴

史
的
に
も
貴
重
な
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
オ

ル
ゴ
ー
ル
を
数
多
く
所
蔵
し
、
後
世

に
伝
え
る
た
め
常
に
最
高
の
演
奏
が

で
き
る
よ
う
維
持
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
の
開

催
を
通
じ
て
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
オ
ル
ゴ

ー
ル
お
よ
び
自
動
演
奏
楽
器
の
素
晴

ら
し
さ
と
そ
の
歴
史
を
広
く
市
民
に

公
開
す
る
な
ど
本
市
の
市
民
文
化
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
。

　
ま
た
、
日
本
最
大
級
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
所
蔵
す
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
博
物

館
と
し
て
、
本
市
の
観
光
イ
メ
ー
ジ

の
ア
ッ
プ
と
西
宮
の
知
名
度
の
向
上

に
寄
与
。

　
古
澤
さ
ん
の
受
賞
研
究
は
「
カ
オ

ス
力
学
系
モ
デ
ル
に
よ
る
細
胞
分
化

の
理
論
的
研
究
」
で
す
。
こ
の
研
究

は
「
物
性
」「
素
粒
子
」「
原
子
核
」

「
宇
宙
」
の
４
つ
の
分
野
が
あ
る
基

礎
物
理
学
の
う
ち
、
物
性
物
理
学
の

分
野
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
　
月
７
日（
月
）に
市
役

１１

所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
す
。
問
合
せ

は
大
学
・
生
涯
学
習
推
進
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
６
７
・
６
８
７
９
）へ
。

よ
り
、
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
を
市
の
誇
り
と
考
え

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
基
礎
物
理

学
分
野
で
極
め
て
優
秀
な
成
果
を
修

め
た
若
手
研
究
者
に
贈
呈
し
ま
す
。

化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
な
ど
の

対
象
事
業
が
前
年
度
に
完
了
し
、
国

庫
支
出
金
が
減
っ
た
こ
と
（
同
７
・

２
％
減
）
な
ど
に
よ
り
、
総
額
で
は

前
年
度
に
比
べ
２
・
８
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
子
ど
も
手
当

の
支
給
開
始
な
ど
に
よ
り
民
生
費
が

増
え
ま
し
た（
同
　
・
４
％
増
）が
、

１８

定
額
給
付
金
給
付
事
業
の
終
了
に
よ

り
総
務
費
が
減
っ
た
こ
と
（
同
　
・
３３

６
％
減
）
や
、
小
学
校
の
児
童
急
増

対
策
に
伴
う
増
改
築
工
事
の
減
な
ど

に
よ
り
教
育
費
が
減
っ
た
こ
と
（
同

　
・
７
％
減
）
で
、
総
額
で
は
前
年

１５度
に
比
べ
４
・
６
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
左
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

　
特
別
会
計
、
企
業
会
計
に
つ
い
て

は
２
面
で
紹
介
し
ま
す
。

《
一
般
会
計
》

稲
鍵
 雄
康
さ
ん

羽
田
 英
彦
さ
ん

堀
江
オ
ル
ゴ
ー
ル

博
物
館

昨年の贈呈式の模様

た
け
や
す

は
   だ

究
セ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
古

澤
力
さ
ん
＝
下
写
真
＝
で
す
。

　
同
賞
は
、
故
湯
川
秀
樹
博
士
が
市

内
在
住
中
に
提
唱
し
た
中
間
子
論
に

　
市
は
、「
西
宮
湯
川
記
念
賞
」
の
今

年
度
の
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
大
阪
大
学
大
学
院
准
教
授

で
理
化
学
研
究
所
生
命
シ
ス
テ
ム
研


